
別紙様式 

 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和５年２月１８日（土） 

参加者数等 定員  １５名 応募者数 ５名 

 参加者数 中学２年３名 修了者数 中学２年３名 

  中学３年１名  中学３年１名 

  中学部３年１名  中学部３年１名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 ２月１８日（土） 

８：４５～１２：３０ 

写真 
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会場 国営武蔵丘陵森林公園 

講義名 「里山ネイチャー」＆「遺跡オリエ

ンテーリング」 

講師 一般財団法人公園財団 森林公園

パーク共同体 都市緑化植物園 

北原利美 氏、玉熊祐子 氏 

４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た

子
供
の
声 

（
感
想
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〇公園の中に古墳時代の遺跡や戦国時代の城跡があることを初めて知れてよかった。 

〇森林公園の指導の先生の説明が分かりやすかった。 

〇森林公園には何回も来ているが、吊り橋やこんな山道があるとは知らなかった。 

〇いつかミヤコタナゴが滑川町の沼にも野生の状態で生息できるようになるといいなと思

った。また、外来種がこんなにもたくさんいることに驚いた。秋に開催される「沼祭り」に

参加したいと思った。 等 

子ども大学☆ベアりす☆ 
学長 板野晴子（立正大学 社会福祉学部長） 

副学長 八木原利幸（滑川町立滑川中学校長） 

子ども大学☆ベアりす☆実行委員会 

実行委員長 高澤 守（社会福祉法人「昴」前理事長） 

実行委員 

（関係団体） 

村上美奈子(立正大学データサイエンス学部講師) 

神戸良紀、山本将之、八木原利幸（滑川中学校） 

令和４年度 子ども大学☆ベアりす☆ 

森林公園南口にて集合写真 

学校でも行事等の実施については、かなり緩和されているが、まだまだ自粛モードは残っていた。

そのため、屋外での活動のみとした。屋外とはいえ、参加者はマスクを外すことに抵抗があるため、

活動中は全員がマスクをして活動した。 

健康観察については、大学側の参加学生にも学校が毎日実施しているのと同様の対応をお願いし

た。その他、特に問題はなかった。 
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〇滑川中学校の生徒と久しぶりに一緒に活動させてもらったことに感謝します。特別支援学

校に行ってからは、小学校の時に一緒に遊んでいた友達と会う機会がめっきり減っていたの

で、今日の活動に参加できたことは子供にとってとてもよかった。地域の中にこういう活動

はどんどん増えるといいと思う。 

〇高校進学を前にとてもいい思い出になった。「ベアりす」が開校してから５年連続で参加

したが、来年は参加はできないのかな、可能であれば何らかの形で参加させたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もし「山田城」を攻め落とすとしたら 国蝶「オオムラサキ」の幼虫を探せ 

「あざみくぼ沼」に「ミヤコタナゴ」の復活を 「夜行性野生動物」を観察しよう 


